
【別紙２：公益目的支出計画実施報告書】

２．公益目的支出計画実施報告書

【 令和 6 年度（ 令和6年4月1日 から 令和7年3月31日 まで）の概要】

１．公益目的財産額 267,668,327円

２．当該事業年度の公益目的収支差額（①＋②－③） 132,419,418円

①前事業年度末日の公益目的収支差額 118,409,809円

②当該事業年度の公益目的支出の額 15,798,609円

③当該事業年度の実施事業収入の額 1,789,000円

３．当該事業年度末日の公益目的財産残額 135,248,909円

４．２の欄に記載した額が計画に記載した見込み額と異なる場合、その概要及び理由注

　新型コロナウイルス感染症の影響がほぼなくなり、この間一部開催しなくなった活動があるものの、その他の継続している活動を規模
を拡大して行った結果、当年度の公益目的収支差額は計画よりも284万円ほど上回った。前年度に通算の公益目的収支差額が計画よ
り446万円ほどマイナスになってしまっていたが、当年度で約162万円のマイナスに回復した。
　翌年度(2025(令和７)年度)も同様の活動をしていく予定であることから、翌年度には通算でのマイナスも解消できると考えられるため、
現時点で計画に大きな影響は生じないと考えている。

注：詳細は、別紙様式に個別の実施事業等ごとに記載してください。

【公益目的支出計画の状況】

公益目的支出計画の
完了予定事業年度の末日

①．計画上の完了見込み 令和19年3月31日

②．①より早まる見込みの場合

前事業年度 当該事業年度 翌事業年度

計画 実績 計画 実績 計画

公益目的財産額 267,688,327円 267,668,327円 267,668,327円 267,668,327円 267,668,327円

公益目的収支差額 122,870,000円 118,409,809円 134,040,000円 132,419,418円 145,210,000円

公益目的支出の額 12,470,000円 13,942,224円 12,470,000円 15,798,609円 12,470,000円

実施事業収入の額 1,300,000円 1,180,310円 1,300,000円 1,789,000円 1,300,000円

公益目的財産残額 144,798,327円 149,258,518円 133,628,327円 135,248,909円 122,458,327円

※前事業年度及び当該事業年度の計画及び実績の額、翌事業年度の計画の額を記載してください。



(２)〔公益目的支出計画実施報告書〕

【実施事業（継続事業）の状況等】 （事業単位ごとに作成してください。）

事業番号 事業の内容

継 1

国際親善・文化交流事業

(1) 計画記載事項

事業の概要

１．趣旨
　当会は、政治的に公平且つ無党無派の立場を取り中国と日本国との友好関係の向上・発展に寄与するとともに、中国広東省を祖籍地
とする華僑・華人及びその配偶者・親族につながる人々の親睦並びに福祉の増進を図ることを目的として、国際親善・文化交流及び親
睦・福祉の事業を行っている。従来、当会が実施してきた事業には親睦・福祉の意味合いを含む事業が多くあるが、非会員に対しても参
加の機会を設け国際親善・文化交流を主たる目的とする事業を一つにまとめた。

２．内容及び対象者等
　上記の目的を達成するため、国際親善・文化交流を主たる目的とする事業として、具体的には以下の活動を行っている。
（１）中国の伝統文化・風習の継承
　　　中国広東省を祖籍地とする華僑・華人及びその配偶者・親族につながる人々は、日本で生活していくために多忙な日々を送ってお
り、また、中には日本で生まれ育った人も多くなってきていることから、ともすれば個人個人では中国の伝統文化及び風習を忘れがちに
なってしまうため、全部はできないが、以下に掲げる代表的な伝統行事を皆で行っている。
　　　中国式の行事を行うことにより、日本との生活文化の違いを認識し、日本人との円滑な文化交流を行い、多文化共生社会の一翼を
担うものである。
　　　・新年の団拝会
　　　　　毎年1月に関係各方面から来賓も招いて皆で集まり、新年を祝うもので、日本でいうところの年始のご挨拶、親族での新年会の
行事である。
　　　・成人節祝賀会
　　　　　毎年1月に、その年に成人（二十歳）を迎える人を関係各方面から来賓も招いて皆で集まり祝うもので、日本でいうところの成人
式のことである。
　　　・清明節墓参会
　　　　　二十四節気のひとつである清明節（4月4日又は5日ごろ）に、横浜にある中国人墓地をお参りし先人の冥福を祈るもので、日本
でいうところのお彼岸のお墓参りである。
　　　・敬老会
　　　　　毎年9月に70歳以上の者を対象に長寿を皆で集まり祝うもので、日本でいうところの敬老の日の行事のことである。
　　　・飲茶会
　　　　　毎月第一日曜日に皆で集まり、中国の点心と簡単な昼食を囲みながら、懇談をしている。

　基本的に案内は会員及び関係各方面へ行っているが、会員の家族・友人その他会員以外でも参加希望がある場合には応じている。
参加費は原則として会員は無料、非会員は行事により有料としている。

（２）講習会
　　中国と日本の友好発展に伴い、南中国及び香港地区の常用語である広東語と、中国の標準語である北京語の学習を希望する人を
対象に、講習会を開催している。また、メールやインターネット、エクセルやワードなどのパソコンが不慣れな人のために、パソコン教室を
開催しており、要望により中国語の環境にも対応している。さらに、広東の食文化を広め、中国と日本の親交を深めるべく、毎月一回、
広東料理教室を開催している。
　　　・広東語、北京語講習会（広東語は本部と横浜で開催。北京語は本部で開催）
　　　　　週1回、５ヵ月で計20回　　受講料は会員 20,000円、非会員 37,000円
　　　・パソコン教室（本部で開催。中国語の環境にも対応）
　　　　　入門コース、応用コースそれぞれ　週1回、3ヵ月で計12回
　　　　　受講料は各コース会員 18,000円、非会員 24,000円
　　　・広東料理講習会（本部で開催）
　　　　　毎月1回開催、受講料は1回につき 2,500円
　　案内は会報誌に掲載するほか、本部ビルに案内を掲示したりして受講者を募って開催している。

（３）会誌の発行
　　年に2回、長年にわたって会報を出版発行している。内容は当会の活動の報告、中国と日本の風土・風習の紹介、中国と日本に関わ
るニュース、健康増進を図る情報などを掲載している。
　　会員全員及び関係各方面に無償で配布し、その他希望があれば無料で差し上げている。
　　なお、今後は国会図書館等に納本を行う予定である。

（４）文化交流
　　中国と日本の文化の交流と親善を図るため、毎年参加者を募って日本の名所旧跡を巡る旅行会を開催し、また、春と秋の年2回、本
部周辺の名所旧跡を巡るウォーキングを行っている。募集方法は、会員に案内を送付するほか、華僑報という新聞やホームページに案
内を掲載して参加者を募集している。

（５）国際親善
　　中国と日本の相互理解・友好関係の向上・発展を図り、国際親善に寄与するため、以下の活動を行っている。
　・　中国の要人が来日する際の会議その他の日本国内での活動への参加。基本的に役員のうちいずれかが当会を代表して参加し、
活動の内容は、会報誌等を通じて公開している。
　・　当会の祖籍地である広東省の訪問。ホームページ等に案内を掲載するほか、会員や関係方面に案内を送付して参加者を募集して
いる。
　・　他の中日友好団体が主催する会議やイベントへの参加。具体例を挙げると、東京華僑総会や横浜華僑総会が主催する国慶節（建
国記念）などの行事、中国の各省の同郷会が主催するイベント・行事、香港駐東京貿易経済代表部が主催するアジアツアーの中で日本
で開催する音楽会などである。
　・　日本国（地方自治体を含む）の対中国その他の政策に協力する活動。過去の具体的な協力の実績としては、慰安婦問題に対処す
るため設立されたアジア女性基金への寄附、神奈川フィルハーモニー管弦楽団の中国公演などに寄附を行ってきたほか、阪神淡路大
震災、東日本大震災の復興、四川大地震や中国各地の水害・中国の植林事業への寄附などを行っている。

３．本事業の実施に当たって必要となる人員や、施設等の用い方
　本事業は、事務局員1名のほか、理事や有志の協力の下、実施している。事業の企画は当会の事務局で、上記２．のうち、（１）の飲茶
会と（２）講習会（横浜で行う講習会を除く）は当会の本部（当会所有の会館）で行い、その他の事業は有償・無償で会場を賃借して行っ
ている。

４．財源
　本事業は、受講料や参加費を財源とし、不足分はその他事業の利益及び受取会費等を充当している。



１．趣旨
　当会は、政治的に公平且つ無党無派の立場を取り中国と日本国との友好関係の向上・発展に寄与するとともに、中国広東省を祖籍地
とする華僑・華人及びその配偶者・親族につながる人々の親睦並びに福祉の増進を図ることを目的として、国際親善・文化交流及び親
睦・福祉の事業を行っている。従来、当会が実施してきた事業には親睦・福祉の意味合いを含む事業が多くあるが、非会員に対しても参
加の機会を設け国際親善・文化交流を主たる目的とする事業を一つにまとめた。

２．内容及び対象者等
　上記の目的を達成するため、国際親善・文化交流を主たる目的とする事業として、具体的には以下の活動を行っている。
（１）中国の伝統文化・風習の継承
　　　中国広東省を祖籍地とする華僑・華人及びその配偶者・親族につながる人々は、日本で生活していくために多忙な日々を送ってお
り、また、中には日本で生まれ育った人も多くなってきていることから、ともすれば個人個人では中国の伝統文化及び風習を忘れがちに
なってしまうため、全部はできないが、以下に掲げる代表的な伝統行事を皆で行っている。
　　　中国式の行事を行うことにより、日本との生活文化の違いを認識し、日本人との円滑な文化交流を行い、多文化共生社会の一翼を
担うものである。
　　　・新年の団拝会
　　　　　毎年1月に関係各方面から来賓も招いて皆で集まり、新年を祝うもので、日本でいうところの年始のご挨拶、親族での新年会の
行事である。
　　　・成人節祝賀会
　　　　　毎年1月に、その年に成人（二十歳）を迎える人を関係各方面から来賓も招いて皆で集まり祝うもので、日本でいうところの成人
式のことである。
　　　・清明節墓参会
　　　　　二十四節気のひとつである清明節（4月4日又は5日ごろ）に、横浜にある中国人墓地をお参りし先人の冥福を祈るもので、日本
でいうところのお彼岸のお墓参りである。
　　　・敬老会
　　　　　毎年9月に70歳以上の者を対象に長寿を皆で集まり祝うもので、日本でいうところの敬老の日の行事のことである。
　　　・飲茶会
　　　　　毎月第一日曜日に皆で集まり、中国の点心と簡単な昼食を囲みながら、懇談をしている。

　基本的に案内は会員及び関係各方面へ行っているが、会員の家族・友人その他会員以外でも参加希望がある場合には応じている。
参加費は原則として会員は無料、非会員は行事により有料としている。

（２）講習会
　　中国と日本の友好発展に伴い、南中国及び香港地区の常用語である広東語と、中国の標準語である北京語の学習を希望する人を
対象に、講習会を開催している。また、メールやインターネット、エクセルやワードなどのパソコンが不慣れな人のために、パソコン教室を
開催しており、要望により中国語の環境にも対応している。さらに、広東の食文化を広め、中国と日本の親交を深めるべく、毎月一回、
広東料理教室を開催している。
　　　・広東語、北京語講習会（広東語は本部と横浜で開催。北京語は本部で開催）
　　　　　週1回、５ヵ月で計20回　　受講料は会員 20,000円、非会員 37,000円
　　　・パソコン教室（本部で開催。中国語の環境にも対応）
　　　　　入門コース、応用コースそれぞれ　週1回、3ヵ月で計12回
　　　　　受講料は各コース会員 18,000円、非会員 24,000円
　　　・広東料理講習会（本部で開催）
　　　　　毎月1回開催、受講料は1回につき 2,500円
　　案内は会報誌に掲載するほか、本部ビルに案内を掲示したりして受講者を募って開催している。

（３）会誌の発行
　　年に2回、長年にわたって会報を出版発行している。内容は当会の活動の報告、中国と日本の風土・風習の紹介、中国と日本に関わ
るニュース、健康増進を図る情報などを掲載している。
　　会員全員及び関係各方面に無償で配布し、その他希望があれば無料で差し上げている。
　　なお、今後は国会図書館等に納本を行う予定である。

（４）文化交流
　　中国と日本の文化の交流と親善を図るため、毎年参加者を募って日本の名所旧跡を巡る旅行会を開催し、また、春と秋の年2回、本
部周辺の名所旧跡を巡るウォーキングを行っている。募集方法は、会員に案内を送付するほか、華僑報という新聞やホームページに案
内を掲載して参加者を募集している。

（５）国際親善
　　中国と日本の相互理解・友好関係の向上・発展を図り、国際親善に寄与するため、以下の活動を行っている。
　・　中国の要人が来日する際の会議その他の日本国内での活動への参加。基本的に役員のうちいずれかが当会を代表して参加し、
活動の内容は、会報誌等を通じて公開している。
　・　当会の祖籍地である広東省の訪問。ホームページ等に案内を掲載するほか、会員や関係方面に案内を送付して参加者を募集して
いる。
　・　他の中日友好団体が主催する会議やイベントへの参加。具体例を挙げると、東京華僑総会や横浜華僑総会が主催する国慶節（建
国記念）などの行事、中国の各省の同郷会が主催するイベント・行事、香港駐東京貿易経済代表部が主催するアジアツアーの中で日本
で開催する音楽会などである。
　・　日本国（地方自治体を含む）の対中国その他の政策に協力する活動。過去の具体的な協力の実績としては、慰安婦問題に対処す
るため設立されたアジア女性基金への寄附、神奈川フィルハーモニー管弦楽団の中国公演などに寄附を行ってきたほか、阪神淡路大
震災、東日本大震災の復興、四川大地震や中国各地の水害・中国の植林事業への寄附などを行っている。

３．本事業の実施に当たって必要となる人員や、施設等の用い方
　本事業は、事務局員1名のほか、理事や有志の協力の下、実施している。事業の企画は当会の事務局で、上記２．のうち、（１）の飲茶
会と（２）講習会（横浜で行う講習会を除く）は当会の本部（当会所有の会館）で行い、その他の事業は有償・無償で会場を賃借して行っ
ている。

４．財源
　本事業は、受講料や参加費を財源とし、不足分はその他事業の利益及び受取会費等を充当している。

①　当該事業に係る公益目的支出の見込額 12,470,000円

②　当該事業に係る実施事業収入の見込額 1,300,000円

(2) 当該事業年度の実施状況

事業の実施状況について

（１）中国の伝統文化・風習の継承
・新年の団拝会、成人節祝賀会　　１月２０日開催
・清明節墓参会　　４月５日実施
・敬老会　　９月１６日開催
・飲茶会　　開催なし

（２）講習会
・広東語、北京語講習会
　開催なし
・パソコン教室
　ZoomやTeamsツールを使用したオンライン授業により実施した。
　入門コース　４月～３月にかけて開催
　応用コース　４月～３月にかけて開催
・広東料理講習会
　開催なし

（３）会誌の発行
　年１回（９月）発行

（４）文化交流
・春のウォーキング大会　　開催なし
・秋のウォーキング大会　　開催なし
・名所旧跡を巡る旅行会　　３月２３～２４日実施

（５）国際親善(主なもの)
・東京華僑総会、横浜華僑総会他関係団体の国慶節祝賀会に参加
・関係団体の新年祝賀行事、僑団懇親行事に参加
・横浜華僑婦女会の三八国際婦女節記念行事に参加
・香港特別行政区政府駐東京経済貿易代表部の春節レセプションに参加

①　当該事業に係る公益目的支出の額 15,798,609円

②　当該事業に係る実施事業収入の額 1,789,000円

③　（①－②）の額 14,009,609円

④　当該事業に係る損益計算書の費用の額 15,798,609円

⑤　当該事業に係る損益計算書の収益の額 1,789,000円

①及び②に記載した額が計画に記載した額と異なる場合、その内容及び理由注1

　新型コロナウイルス感染症の影響がほぼなくなり、この間一部開催しなくなった活動があるものの、その他の継続している活動を規模
を拡大して行った結果、当年度の公益目的収支差額は計画よりも284万円ほど上回った。前年度に通算の公益目的収支差額が計画よ
り446万円ほどマイナスになってしまっていたが、当年度で約162万円のマイナスに回復した。
　翌年度(2025(令和７)年度)も同様の活動をしていく予定であることから、翌年度には通算でのマイナスも解消できると考えられるため、
現時点で計画に大きな影響は生じないと考えている。

注1：この事業に係る公益目的支出の額等の変更が、公益目的支出計画全体の実施に影響を与えるか否かについても記載してください。



(3) 実施事業資産の状況等

番号注2 資産の名称
時価評価資産の
算定日の時価

移行後に
取得した場合の
取得価額

前事業年度末日
の帳簿価額

当該事業年度
末日の帳簿価額

使用の状況

イ 1
土地（東京都中央区
日本橋浜町一丁目８
番８）

20,513,514円 円 42,197,392円 57,267,889円
計画記載通り引き続き当該事業
で使用

建物（東京都中央区
日本橋浜町一丁目８
番８）

円 円 1,786,203円 1,462,854円
計画記載通り引き続き当該事業
で使用

建物附属設備 円 円 0円 0円
計画記載通り引き続き当該事業
で使用

什器備品 円 995,471円 109,882円 55,223円
移行後に取得したもので実施事
業（継続１）に使用

注2：算定日に有していた資産については、移行認可申請書（別表Ａ公益目的財産額の算定）に記載した資産の番号（イ1、ロ2・・a１・など）を記載してくだ
さい。

【実施事業収入の額の算定について】
①「損益計算書の収益の額」に対応した②「実施事業収入の額」を記載し、その算定に当たっての考え方を記載してください。

損益計算書の科目
①損益計算書
  の収益の額

②実施事業
　収入の額

②の額の算定に当たっての考え方

講習会収益 216,000円 216,000円 継１事業の講習会の収入であり、実施事業収入とする。

参加料収益 1,573,000円 1,573,000円
継１事業の中国の伝統・風習の継承の活動を行う際の非会員からの参加料及
び名所旧跡を巡る旅行会の参加料収入であり、実施事業収入とする。

雑収益 0円 0円 継１事業の実施上で生じた雑収入であり、実施事業収入とする。

計 1,789,000円 1,789,000円

注3：実施事業収入の額の算定の記載事項について、必要な説明書類を添付してください。

【公益目的支出の額の算定について】
①「損益計算書の費用の額」に対応した②「公益目的支出の額」を記載し、その算定に当たっての考え方を記載してください。

損益計算書の科目
①損益計算書
  の費用の額

②公益目的
　支出の額

②の額の算定に当たっての考え方

その他 15,798,609円 15,798,609円 異なる費用はないため、（１）と（２）は同額である。

円 円

計 15,798,609円 15,798,609円

注4：①と②が同額である場合には、「科目」欄を「その他」として、まとめた額を①及び②欄に記載してもかまいません。

注4

注3



別表Ａ〔公益目的支出計画実施報告書〕

【公益目的支出計画実施期間中の収支の見込みについて】

(1) その他の主要な事業について

変更の内容及び公益目的支出計画の実施に対する影響等注１

特になし

注1： その他の主要な事業として、「公益目的支出計画実施期間中の収支の見込み」に記載した事業のうち、その事業の内容や実施方法に変更があっ
た場合に、事業番号、変更の内容、その理由及び公益目的支出計画の実施に対する影響を記載してください。
また、新たにその他の主要な事業を開始した場合は、その旨、当該事業の概要及び公益目的支出計画の実施に対する影響を記載してください。
なお特に記載すべき内容がない場合はその旨記入してください。

(2) 資産の取得や処分、借入について

実施内容（計画の変更内容）及び公益目的支出計画の実施に対する影響等注２

特になし

注2： 「公益目的支出計画実施期間中の収支の見込み」の備考欄に記載した多額の借入や施設の更新、高額財産の取得・処分等の活動を実施した場
合は、公益目的支出計画に与えた影響を記載してください。また、「公益目的支出計画実施期間中の収支の見込み」の備考欄に記載したもののう
ち、計画内容に変更があった場合に、変更の内容、その理由及び公益目的支出計画に対する影響を記載してください。
また、「公益目的支出計画実施期間中の収支の見込み」の備考欄に記載したもの以外で、法人全体の財務に大きな影響を与える活動を新たに予
定する場合は、その内容、理由及び公益目的支出計画に対する影響を記載してください。なお特に記載すべき内容がない場合はその旨記載してく
ださい。



別表Ｂ〔公益目的支出計画実施報告書〕

【引当金等の明細】

(1) 実施事業に係る引当金

番号 引当金の名称 期首残高 当期増加額 目的
当期減少額 事業

期末残高
目的使用 その他 区分 番号

円 円 円 円 0円

円 円 円 円 0円

円 円 円 円 0円

(2) (1)以外の引当金のうち、算定日において計上していたもの

番号 引当金の名称 期首残高 当期増加額 目的
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

円 円 円 円 0円

円 円 円 円 0円

(3)「その他支出又は保全が義務付けられているもの」としたもの注

番号 財産の名称 期首の価額 当期増加額 目的

当期減少額

期末の価額
目的使用 その他

円 円 円 円 0円

円 円 円 円 0円

注：算定日において、退職給付会計導入に伴う変更時差異の未処理額を公益目的財産額から控除した場合につ
　　いては、当該未処理額は記載不要です。なお特に記載すべき内容がない場合は空欄のままにしてください。


